
「数直線を用いて数学的な考え方を身に付ける指導の工夫

一指導内容の系統性に焦点を当てて一l

研究主題 「数直線を用いて数学的な考え方を身に付ける指導の工夫

一指導内容の系統性に焦点を当てて一J

東京都教職員研修センター研修部専門研修課

西東京市立柳沢小学校 教諭 浅野あい子

I 研究のねらい

「平成 15年度小・中学校教育課程実施状況調査J (文部科学省)、平成 16年度「児童・生

徒の学力向上を図るための調査J (東京都教育委員会)の結果から、児童の学力は読解力、思

考力、表現力に課題があることが指摘された。算数の「数と計算J領域における学習では、立

式や計算の根拠について児童が自ら考え解決する学習を通して、思考力や表現力を高め、数学

的な考え方を身に付けさせることが必要であると考える。

このような自ら考え解決する自力解決の場面で用いる解決方法の一つが数直線である。学習

指導要領では、数直線という用語は第4学年で指導することになっているが、数直線を用いて

数に関する指導を行うのは第 1学年からであり、小学校全学年で、の学習を経て中学校数学の負

の数の学習につながっていく。そこで本研究では、児童が自ら考え解決する学習場面において

数直線を用いることが数学的な考え方を身に付けることにつながると考え、 [数と計算J領域

における数直級を用いて考える指導の在り方について明らかにすることとした。

E 研究の内容と方法
【研究仮説】数直線を用いて考える指導を通して、数学的な考え方を育てることができるだろう。具体的には、次のような指導の
工夫を行うことであるコ①数直線の指導を通してどのような数学的な考え方が育つのかを踏まえたうえで、数直線を用いて考える問
題解決的な学習を行うこと@数直線の指導の系統性を踏まえて指導を行うこと@問題解決の場面で、児童の実態や学習状況
を踏まえた適切な指導を行うこと

【基礎研究】
O数直線を用いて身に付く数学的な考え方と、
数直線を用いることの有効性の分析
0全6t土の教科書の分析並びに分析結果を踏
まえた「数直線指導内容系統表jの作成

【調査研究】 |【実践研究]検証授業の視点
0算数を指導している教師を対象に 10数直線を用いることが数学的な考え方
した、数直線指導に関する意識並| を身に付けることにつながる二と
びに指導の実態に関する調査 lor数直線指導内容系統表Jの妥当性

0指導の工夫

E 研究の結果と考察

1 基礎研究

文献及び先行研究等により、次の内容を明らかにした。

(1)数直線を用いて身に付く数学的な考え方

「数の意味や表し方」、「乗除法の式の意味J、「計算の根拠」のそれぞれの学習において、数

直線を用いて身に付く数学的な考え方は、次の

4点ととらえた。

0すべての数は閉じ系列の中に位置付けられる。
0整数、小数、分数の相互関係について数直線に表された
0からの距離の大小によって数の大きさや大小をとらえる。

O表された数を、一つの数としてとらえる。
0数量の大きさを、単位の大きさに着目して考える。

(2) 問題解決の過程において数直線を用いることの有効性

-半IJ断や説明の根拠として用いられる。

・問題場面を把握したり、解決の見通しを立てたりする

助けとなる0

・数の性質や数の関係、法則を発見する助けとなる。

・概念、原理、法則などの意味の理解の助けとなる。

児童が学習内容に対する理解を深め、数学

的な考え方を身に付けるためには、左記の内

容の有効性が十分発揮されるような指導の工

夫を行うことが必要であると考えた。
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(3)数直線指導内容系統表の作成

小学校算数の全6社の教科書における数直線の取り扱われ方の調査を行った。その結果、「数

の意味と数の表し方」の指導においては第 1学年から、 「式の意味j の指導においては第3学

年から、 「計算の根拠」の指導においては第5・6学年でそれぞれ取り扱われていることが分

図1指導肉容系統表並びにワークシート例の活用例(第3学年『わり算J) かった。分析結果を基に、 f数直線指導内
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容系統表」を作成し、発達段階を踏まえた

指導上の留意点を併記した(図 1)。この

結果、「数の意味と数の表し方Jから「乗法・

除法の式の意味」、「計・算の根拠」へと、指

導内容が全学年にわたって系統的に位置付

けられていることが明らかになった。

2 調査研究

算数を指導している教師 233人を対象に、数直線の指導に関す

る意識並びに指導の実態に関する調査を行った。調査の結果から、

数直線を用いた指導が数学的な考え方を身に付けるために有効で

あると考えている割合に対して、数直線を用いた指導内容を確認

してから指導を行っている割合や、自力解決の一つの方法として

数直線を指導している割合は低いことが分かつた(図 2)。このこ

とから、数直線を用いた指導が数学的な考え方を身に付けさせる

ためになぜ有効なのか、どの発達段階でどのように指導に取り入

れればよし、かを明らかにする必要があると考えた。

3 実践研究

第4学年「分数」、第 5学年[小数のわり算J、第 6学年「分数のかけ算とわり算Jにおい

図3授業観察における児童の反応やノートの記述

答えは240よりも
大きくなりそうだ。

第5学年『小数のわり算J
o 240 口(円)

。O.8 1 (m) 式 240+0.8=300

.数直線に表すことで、
①既務事項を活用して立式することができた川
②商が被除数よりも大きくなるという見通しを
もつことができた。

第6学年『分数のかけ算とわり算』
6 

ジュースと牛乳があります。ジュースの量l考古で、これは
牛乳の量の3にあたります。牛乳は何Eありますか。

、¥ ~ 口干 (Q)
τということは、.1 I 冒ーー 皿 ε 

なりも大きい。 l d ; 互(品)
1の;倍という 人J式ロヰ=子

" 6 4 9 ことだな"0 ~門=ー」二円=ー
ノ~ 5 '3 ~ 10 

-一一一一， r分数の意味と表し方Jでの学習内雰
①1を基準としたときの分数の大きさ
②分数を一つの数としてとらえること
を活用して解決に取り組むことができた

図2数直線の指導について

量直韓指導由 自力解説由手段
有効性 tして時指導

回晶てはまる目晶てl航船|

て、数直線を用いた授業の観察を行った。児童の反

応やノートの記述から、整数のわり算と関連付けて

考え立式する、 1より小さい小数で、害IJると商が被除

数よりも大きくなる、数直線に表された数の関係か

ら問題の場面をとらえるなど、自力解決の場面で数

直線を用いることが児童の数学的な考え方を引き出

すことにつながることが分かつた(図 3)。また、

「分数のかけ算とわり算」では、多くの児童が第4

学年「分数Jの学習を思い出しながらー解決に取り組

んでいたことから、 「数直線指導内容系統表」に位

置付けた「数の意味と数の表し方J、[乗法・除法の

式の意味」、「計算の根拠Jの指導内容の系統性を十

分に踏まえたうえで指導を行うことが必要であるこ

とが分かった。

② 
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第 3学年「わり算J及び「かけ算の筆算」において検証授業を実施した。 表1

『わり算J(7~ .10月) 「かけ算の筆算J(11月〉

0数慌線のかき方 <伽…を考える(数直 、図等の活用L
0数底線に表された 0筆算形式による計算の仕方を身に付けるn
。lつ分の大きさx(いくつ分)
肉 というかけ算の意味と関 第4時第5時第6時 第7時 第8時
同廿『
述付けて除法の意味理

Eまので1哩すす長3FFかさ影固。1はまが6何側りわ皿のり 説1醐鎗~ 子ヵつあイどるもトは告でっがを全してょ4部い阻う人でまかいま何す.まします。、ずいカo 1 11 300 x 5 の智え針ま算しの た別いリボ〈B2らン加門でをです3のすmか買.1.代だいまし解を深める。 しかたを考 ょう。 んは
の 金lま

計習算熟 る よう

-数直線のかき方の手 -自カ解決の場面にお -課題提示の工夫。 -自力解決の場面にお -課題提不の工夫。
)1債を示したカード ける数直線を用いた -自力解決の場面にお ける数直線を用いた -自力解決の場面にお
の提示日 個に応じた指導ω ける数直線を用いた 個に応じた指導U ける数直線を用いた

ヨ夫ニ-目盛りをふっていな 個に応じた指導。 -検討場面での数直線 個に応じた指導。
い数直線をのせた -検討場面での数直線 の活用。 -検討場面での数直線
ワークシートの活用作 の活用 c の活用 c
-本単j[;2時間の中で . 6人が立式で、きなかった吟 -かけ算の意味につい -第 1時の既習事項 -問題文の数字を『いく
自分の力で問題場 -問題文に変化をつける ての理解を児意自身 20X 5を活用してほ つ分Jr 1つ分の大きさJ
面を数直線に表し と問題場面をとらえに が振り返られるよ とんどの児意が答え の順番に変えて出題し
立式できた児童は くくなることが分かつ う、本時では『何人 を導き出した。 たが、今回は全員が正し
1人であったι 第2 たc 問題場面を的確に 分Jr 1人分の数』の -式が適切だったかを く立式できたG

結
時では、かき方を磯 とらえる悦点を身に付 )IU買r!fで問題場面を構 確認するために数直
認しながら全体指 けさせるための課題提 成した。 線を活用した児童は

果 導を行ったの 示の工夫が必要である 23人中 14人であった。
-数直線を用いること ことが明らかになった。

第18を時始の点学に習矢印の)11買にのよさ(肯定的な意 -検討場面での数直線の 。312 4(円)
見)を感想、として書 活用が十分でなかった かけ算の式が成り立つ 「 事
いた児童は 32人中 という課題が残った~

(既習事項)ことを活用
。 1 3 (m) 

3人であったじ
して立式する。 312X3=口、口=936答え 936円

表 1に示した指導の工夫を行うことで、式の意味に基づいて問題の場面を的確にとらえると

いう点での指導の効果と、検討場面での数直線の活用の有効性が明らかになった。

(1)指導の工夫と児童の変容

「かけ算の筆算」では、事前の授業観察をもとに、 3人の児童の変容を追った。 表2

A児 B児 C児
課題解決に対する見通しをもつこと 計算の方法を知っており、問題場面 問題場面にホされた数の関係をすす
が苦手な傾向があり、解決になかな に示された数字のl順番を基に立式 んで数直線に表し、そのうえで立式
かふみされない。 し、答えを導き出すことを急ぐ傾向 しようとする υ

が強し、つ

0第611寺の自力解決での個に応じた 0学習を過して、図や数直線は使わ o rわり算j の学習では、乗法の意
指導の場聞では、すぐにヒントを ず立式し、学習する前から筆算を 味との関連について理解を深める l

もらいにきた。問題の場面を一緒 活用していた。 ことができた。以後、積極的に数

に数直線上に表し、式を考えさせ 0第6時では、問題に出てくる順番 直線を用いて考えていた 3

たP その結果 r1人分の大きさ× で14x291と立式した (B児も含め 0第4時では、 fまわりの長さJがど
何人分Jという乗法の意味に気付 7人)占検討場面で医ヨと 2通 ニを指すのかが分からず、立式で

経 くニとができたむ りの式が示されると「どっちでも きずにいたの図をかいて 16X4と

過 0第7時では、初めて数直線を用い いいんじゃなし、かな，Jと言ってい いう式を導き出した。まとめの場. て立式したロ倒に応じた指導の場 たのしかし、検討場而においてA 面では自分でノートに数直線をか
授 街でもヒントをもらいにくること 児の書いた数直線をもとに全員で き、かけ算の意味と関連付けて学
業 はなく、立式することができたっ 式の意味を確認すると、「そうか、 習を娠り返ることができた。問題
後 またこれまでの学習を生かして、 1つ分の大きさ xいくつ分のl順番 場面に変化があっても、数直線に

答えを導き出すことができた。 だ!Jとつぶやいた。数直線を用 表すことでかけ算の考え方を基に

0第8時では、ヒントをもらいにき いて問題場耐を見直すことを通し 立式できることに気付いていたc
た上うえで、数日d:線の続きを自分 て、式の意味の理解を深めること 0第6時以降は、毎回数直線を用い
でかき解決に取り組んだ日 ができたっ て立式していたロ
〈第7時の感想〉数値線をかくのはむず 〈第8時の感想>式をすばやく立てるに く第8時の感怨〉数直線をずっとつかっ
かしくなかった。 は、数直線をかくといい。 てきた。式を正確に立てられるから。

個に応じた指導の場面で数直線を用いることで、それまで自分の力では課題に取り組むこと

が難しかったA児が、自ら数直線を活用し、式の意味を的確に把握し解決できるようになった。

B児やC児についても、その変容から、数直線が自力解決の一つの方法として身に付き、児童

自身が活用することで、学習のねらいを達成することにつながることが明らかになった(表 2)。

③ 
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(2)検証結果

① 数直線を用いることと数学的な考え方との関連性

問題場面に出てくる数を単に式に当てはめるのではなく、(]つ分の大きさ)x (いくつ

分)という乗法の意味に基づいて立式することの大切さに気付く児童の姿が多く見られた。

数直線を用いることが、数の関係に着目して考えるきっかけになり、学習活動を積み重ね

る中で数学的な考え方が身に付いていくことが児童の変容から明らかになった。

② I数直線指導内容系統表Jの妥当性

成果のーっとして、数直線を用いることで児童が自ら乗法と除法を関連付けてとらえら

れたことが挙げられる。また、問題場面を既習事項である r]つ分の大きさj に着目して

とらえることにつながったことから、第3学年の乗

除法の単元で数直線を指導に取り入れることは、式

の意味理解を深めるために有効であったと考えられ

るむまた、第 4、5、6学年における授業観察では、

「数の意味と数の表し方Jでの学習が、自力解決の

場而での積極的な数直線の活用や、数直線に表され

た数の大小関係の把握、被除数と l萌の関係等への気

付き、立式のヒントにつながっていたことから、数

直線の系統的な指導を積み重ねることが、学習内容

の理解を深め、数学的な考え方を身に付けるために

有効であることが明らかになった。

③ 指導の工夫

を引き出す指導の工夫を行った(図4)。その結果、 A児をは

じめとする、自力解決の初めの段階で解決になかなか踏み切

れずにいる児童も、数の関係に着目しながら問題場面を的確

に把握し立式することができた。児童の学習状況に応じて数

直線を用いる指導が、解決に取り組むことが難しい児童の理

解を促すのに有効であることが明らかになった。また、問題

場面を十分把握せずに、答えを導き出すことを急ぐ傾向が強

い児童は、数直線を用いることで、自分の間違いに気付いた

り、既習事項と関連付けて考えるきっかけを得たりすること

図5 数直線に関する肯定的な意見と

問題解決での活用(全23人〉

人16
~ 14 い

12 r 
10 I 

8 

6 

4 

2 r-。
第4時第6時第7時第8時

匝ヨ由自主飢え主弐→ー数直線のよさを実感

ができた。全体指導においては、検討場面やまとめの場面で数直線を取り上げることで、

式の意味を改めて見直すことや、式の意味の理解をさらに深めることにつながることが明

らかになった。その際、数直線を用いることのよさを確認する指導を行うことが、その後

の学留において児童がすすんで数直線を活用することにつながった(図 5)。

W 今後の課題

数直線の活用の仕方についての系統的な指導の実践を過して、算数における思考力や表現力

を高める指導の効果を追究するとともに、 「数直線指導内容系統表Jの改善・充実を図る。
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